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コロナ規制緩和で気のゆるみ？ 飲酒運転の逮捕者急増

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

燃料高騰 アイドリング時間を短く、省燃費運転

2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

～見落とすな 歩行者・自転車、巻き込み注意～
進行方向をよく視る

確認してから、ハンドル操作

《市街地における交通事故の防止》
○ 安全確認の徹底
・交差点右左折時は、バイク、自転車、歩行者がいないか確認を
・夜間、特に雨天時は水滴等により視界が悪くなります
・スピードを落として、しっかり確認しましょう

○ わき見運転の禁止
・スマホ操作などの脇見運転は、歩行者や路上の落下物を見落とす原因になります
・気づいたときに「目の前に歩行者が･･･」ということにならによう
・脇見せずに運転しましょう。

住宅街、ゆるやかなカーブ
トラックが民家の塀に激突し、大破

助手席の男性、意識不明の重体
◇『カーブ』の手前は・・・十分に、「スピード」を落として走行しましょう◇

２０２２／６／２３（木） １７：１２
２３日午後２時ごろ、栃木県の住宅街で、トラックが民家の塀に激突する事故がありました。この事故で、トラ

ックを運転していた４０代の男性と助手席にいた５０代の男性が頭などを強く打ち、病院に搬送されましたが助手席
の男性は意識不明の重体ということです。民家の住民にけが人はいませんでした。現場は片側１車線で、緩やか
なカーブとなっていて警察は事故の原因を調べています。

午後5時 信号のない交差点
横断歩道を渡る自転車の男性

軽乗用車にはねられ死亡
◇信号のない横断歩道、渡って来るかもしれない、「かもしれない運転」で、事故防止◇

２０２２／６／２２（水） ２０：１５
２１日午後５時半ごろ、兵庫県の信号のない市道交差点で、横断歩道を自転車で渡っていた男性（７９）が軽乗用

車にはねられ、搬送先の病院で死亡が確認された。警察は自動車運転処罰法違反（過失致死）の疑いで、軽乗用
車を運転していた会社員男性（５５）から事情を聴いている。

飲酒運転 45歳の男性を逮捕
パトロール中の警察官が不審な車を発見

停止させ、職務質問、酒の臭い
基準の5倍を超えるアルコール
6月の逮捕者、県内で45人に

◇自分の家族が犠牲になった あなたは、飲酒運転者を許せますか？◇
２０２２／６／２３（木） １２：０５

２３日午前３時すぎ、福岡県でパトロール中の警察官が、センターライン側に寄って走行する不審な車を発見し
停止させました。警察官が運転していた男性（４５）から酒のにおいがするのに気付き呼気を調べたところ、基準
値の５倍を超えるアルコールが検出されたため、男性を酒気帯び運転の現行犯で逮捕しました。警察の調べに対
し「ビールと酎ハイを飲んだ。どこで飲んだかは言いたくない」などと供述しているということです。県内では
６月、飲酒運転が相次いでいて、逮捕者は４５人にのぼっています。


